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女女子子ププロロ野野球球選選手手ににおおけけるる投投手手とと野野手手のの投投球球速速度度にに及及ぼぼすす体体力力要要因因のの検検討討  
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目目的的  

野球の守備場面において、投球パフォーマンスの

優劣は勝敗に影響する。先行研究 1）では、男子野球

選手の投球速度に影響する体力要因は、投手と野手

で異なることが報告されている。しかしながら、女

子野球選手を対象にしたものはない。 

そこで、本研究ではスポーツパフォーマンス研究

センターに訪れた女子プロ野球選手の体力測定の結

果から、投球速度に及ぼす体力要因を検討すること

を目的とした。 

 

方方法法    

１１．．対対象象者者  

対象者は女子プロ野球選手 67 名（投手 25 名、野

手 42名）とした。 

 

２２．．測測定定項項目目ななららびびにに測測定定方方法法  

測定項目は、身長、体重、体脂肪率、BMI、LBM、握

力、背筋力、垂直跳び、リバウンドジャンプ、メデシ

ィンボールを用いたサイド投げおよびバック投げ、

投球速度とした。本研究では、握力の測定値は、左右

の平均値とした。また、握力および背筋力は、絶対値

を体重で除した相対値も算出した。 

投球速度の測定では、全対象者に平坦なところか

ら 20m 先の的に対して投球を行わせ、スピードガン

にて計測を行った。最も投球速度が高い値を採用し

た。その他の項目の測定方法は、先行研究 1）に倣っ

た。 

 

結結果果  

１１..ポポジジシショョンン別別ににおおけけるる投投球球速速度度  

投手の投球速度の平均は 106.4±6.7km/h、野手の

投球速度の平均は 103.3±4.9km/hであり、投手が野

手よりも有意に高い値（p < 0.05）を示した（図 1）。 

  

図図 11：：ポポジジシショョンン別別ににおおけけるる投投球球速速度度 

２２..投投球球速速度度とと各各種種体体力力測測定定値値ととのの関関係係  

（（１１））全全体体  

対象者全体の投球速度の平均は 104.4±5.8km/h

であった。投球速度と背筋力の絶対値との間にのみ

有意な正の相関関係が認められた（r = 0.340，p < 

0.05）。 

（（２２））投投手手  

投球速度と背筋力、メデシィンボールのサイド投

げとの間に有意な正の相関関係が認められた（背筋

力の絶対値：r = 0.485，p < 0.05；背筋力の相対値：

r = 0.502，p < 0.05；サイド投げ：r = 0.440，p < 

0.05；）。ステップワイズ法による重回帰分析の結果、

有意な回帰式（Y = 57.219 + 5.816X1 + 3.117X2 + 

6.846X3（X1：背筋力、X2：バック投げ、X3：リバウン

ドジャンプ）が得られた。最も高い寄与率 R2は、背

筋力の相対値とメデシィンボールのバック投げ、リ

バウンドジャンプが選択され、寄与率が 46.3%、推定

値の標準誤差が 5.4km/hであった。 
（（３３））野野手手  

投球速度と各測定値との間には有意な相関関係は

認められなかった。ステップワイズ法による重回帰

分析の結果、有意な回帰式が得られなかった。 
 

考考察察  

上述した結果より、投手は発育期の野球選手の野

手と同じ体力特性であることが示唆される。投球速

度が大きい投手は、リリース時に体幹前傾角度を大

きくするために体幹伸筋群の力発揮を増大させてい

ることが推察されることから、背筋力が関係し、選

択されたと考える。また、リバウンドジャンプが選

択されたことは女子プロ野球選手特有の体力特性で

あることが推察される。 

野手では投球速度と有意な相関関係にある変数は

なかったことから、女子プロ野球選手の野手の投球

速度を決定する要因に体力特性は含まれず、技術的

な要因が影響していることが考えられる。 
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超一流捕手の二塁送球における動作の速さ
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目的

日本プロ野球機構に所属する 4 人の捕手の二塁送

球動作の動作解析を行う機会に恵まれた。4人のプロ

野球選手のうち 1 名は日本代表として国際大会に出

場し、所属球団を日本一にも導いた名実ともに日本

一の捕手（以下、超一流捕手と略す）である。

その選手の特徴として遠投の飛距離（肩の強さ）は

プロとして突出していないものの、動作の「速さ」が

高い盗塁阻止率につながっていると評されている。

超一流捕手と他 3 名のプロ野球選手の二塁送球に

おいて、トップアスリートのデータを提示すること、

二塁送球動作の「速さ」に関する比較および検討は、

プロ野球選手からアマチュア野球選手までにおける

捕手の育成につながる体系的な知見として寄与でき

ると考える。そこで本研究では、超一流捕手とプロ

野球選手 3 名における二塁送球動作の比較を行うこ

とで，超一流捕手の動作の「速さ」の要因を検討する

ことを目的とした。

方法

１．対象者

対象者は，日本プロ野球機構に所属する超一流捕

手 1 名とプロ野球捕手 3 名（以下、プロ捕手 A，B，

Cと略す）の合計 4名で全員が右投げであった。

２．測定方法ならびに測定項目

二塁送球の測定は、投手が本塁から 10m 離れた位

置から投球したボールを対象者が捕球し、最大努力

で本塁から二塁まで（38.795m）を送球するものとし

た。その際、光学式 3次元動作解析システム（500Hz）

とフォースプレート（2000Hz）を用いた。動作局面を

5つに細分化し、各局面に要した時間や局面間の動作

分析を行った。各対象者の試技において、「内省が最

も高い評価の試技のうち、捕球してからボールを二

塁に到達させるまでの時間が最も短かった 1 回の試

技」を動作分析の対象試技とした。

結果

１.時間パラメータ

図 1 に超一流捕手とプロ捕手 3 名における捕球し

てからボールリリースまでの動作時間の平均値（以

下、MT と略す）の比較を示した。また、先行研究 1）

で報告されているプロ捕手の平均値も示した。超一

流捕手の MTの平均値は最も短い値を示し、本研究の

プロ捕手 B、C ならびに先行研究のプロ捕手に比べ

0.1秒ほど短い値を示した。また、全ての試技で本研

究のプロ捕手および先行研究のプロ捕手よりも MT

が短かった。また、超一流捕手は、捕球してから軸足

が接地するまで時間が、他のプロ捕手よりも短い値

を示した。

図 1：超一流捕手とプロ捕手における MT

２.身体重心速度

動作解析の結果より、捕球時の身体重心速度は、超

一流捕手：1.74m/sec、プロ捕手 A：1.50m/sec、プロ

捕手 B：1.25m/sec、プロ捕手 C：0.89m/secであり、

捕球時の身体重心速度の高い順に MT が短いという

結果であった。

考察

先行研究では、捕手の二塁送球動作の巧拙を決定

する時間要因として捕球してから軸足が接地するま

での時間の短縮があると報告されている。このこと

から、超一流捕手の MTが他のプロ捕手より短い要因

として、捕球してから軸足が接地するまでの時間が

短いことが示唆された。また、捕球時の段階で他の

プロ捕手や先行研究の捕手よりも高い重心速度を示

した超一流捕手は、捕球時またはそれ以前からの身

体重心速度を高めることで捕球してから軸足が接地

するまでの時間を短縮している可能性が考えられる。
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